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　α世代調査研究で実績のある 産業能率大学  小々馬敦研究室、 
「α世代と社会・企業をつなぐ」をコンセプトに活動する  
マーケティング組織  α世代ラボ、そしてエクストリーマー定性調査で

定評のある株式会社トークアイ は、産学連携の共同研究活動の一

環として、α世代に関する調査研究レポート  
『α世代白書』を刊行しました。 

　本研究の大きな特徴として、調査の実施・分析に Z世代である 
α世代ラボメンバーや大学生が参加している点が挙げられます。  
これにより、α世代の市場トレンドを捉えるだけでなく、  
α世代のリアルなインサイト から 
Z世代からα世代への価値観と行動の変化の兆しを掴み、  
その流れの先にこれから起こる消費のトレンドを洞察しています。  

　今回のレポートでは、『特集テーマ』として  
α世代の「メイク」に関する意識と行動を深掘りしました。  
このテーマを探求するため、株式会社コーセー様の協力も得て、  
α世代に関する調査研究レポート『 α世代白書』の刊行に  
いたりました。 
原宿での街頭インタビューや、 α世代のモデル・女優  
白石乙華さんへのデプスインタビュー、  
α世代とZ世代の比較調査まで一貫して実施し、  
α世代のリアルな感覚を明らかにしながら、  
新時代のマーケティングのあり方 を探求しました。 

　レポート内で考察される Z世代との比較も含め、  
次世代の消費者を理解するための一助としてご参照いただき、  
次なる商品開発等にお役立ていただければ幸いです。  

3



【原宿での街頭インタビュー】  
 

プロジェクト‧調査の概要

自分らしさ を日常の中で自然に表現するα世代。 
 
彼女たちの感性を探るため、原宿駅周辺で行動観察と 
街頭インタビュー を実施。 
さらに、街頭インタビューのみならず女子高生たちへの追加取材や 
モデル・女優として活躍するα世代の 
白石乙華さんへのデプスインタビューも行った。 
 
それぞれの視点から見えてきたのは、 

次の時代を生きる  
α世代のリアル 。 
 
このレポートでは、彼女たちの声と行動から浮かび上がる 

“未来の兆し ”を立体的に 紐解いていく。 

■調査対象　 　　　　　　　　　　 
　首都圏に在住する女子中高生（ α世代）　　　 
 
■調査人数  
　70人 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■調査日  
2025年8月20日（水）、 29日（金）、  
9月3日（水）の 3日程 
 
■調査場所　  
原宿駅周辺、竹下通り  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α世代のメイク事情

𝓼𝓮𝓳𝓾顔 

　　　　　　　　　　メイクを最小限

　　　　　　　　　　に抑える一方で

　　　　　　　　　　まつ毛パーマや

　　　　　　　　　　眉アートと “半
　　　　　　　　　　永久的な盛り ”

　　　　　　　　　を取り入れる動き

　　　　　　　　も活発でした。最大

　　　　　　　　限の効果を出したい

　　　　　　  　合理的な工夫であり

　　　「時短で済ませたい」実用

　　　　　　ニーズにも応えています。

　　　　　長時間のマスク着用に耐えう

　　　　る“落ちにくさ ”へのこだわり

　　も強く、色持ちの良いリップや、

メイクをキープするためのフィックス

ミストが爆発的な人気を集めました。

憧れの顔としてZ世代、α世代ともに人気が高いのは“seju顔”です。“seju顔”とは、 

芸能事務所「seju」が由来になっている言葉で、 所属するタレントやYouTuber・TikTokerに共通する 

ナチュラルなメイクや清楚な顔立ちのイメージです。同じ“seju顔”でも、 

Z世代とα世代ではその表現に少し違いが見て取れます。その変化の流れを紹介します。 

Z世代の

Z世代は、コロナ禍で高校時代

を過ごしました。マスク着用

が習慣化された時代に、メ

イクの主役は目元へと移

り、「マスクで隠れる

から」とファンデー

ションを省く“ノ
ーファンデ ”と
いう新たなベー

スメイクスタ

イルが定着し

ました。

代わりに注目

されたのが、

カラフルな

アイシャドウ

やグリッター、

眉マスカラや

白ライナーなど

目元を際立たせ

るアイテムで、

マスクをしていても

“自分らしさ”や
“遊び心”を表現したい

という願望が、多色アイ

パレットの人気復活を

後押ししました。
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𝓼𝓮𝓳𝓾顔 

α世代の多くも“seju顔”を理想の顔 としており、“透明感があり、清楚でキュートなたぬき顔”と 

言語化されています。そこには、“盛る”のではなく“整える” ことを大切にするメイク哲学があります。 

彼女たちは“seju顔”になるときに、

「透明感のある肌を、

トーンアップ下地やカラー

下地を丁寧に仕込むことで、

素肌そのものが美しい

＝“元から肌がきれい

な人”を演出するテク

ニック」であること

をしっかりと理解

しています。

この写真の

ようにZ世代と

比較して

リップカラーを

明るく鮮やかに

しているのが

特徴的です。

　　　涙袋を際立たせる

　　　ことで中顔面を短

　　　く見せたり、鼻を

　　小さく見せるため

シェーディングを

入れるなど、 “錯覚”を
利用したメイクも

人気です。コンプレックスを隠

すのではなく、

ナチュラルに補正します。

「今の自分が好き」と

思える自分像をつくる

ポジティブな動機が

背景にあります。

α世代の

α世代は、盛るのではなく、 “整える”
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Z世代の大学生が、 α世代の女子高校生にインタビューして感じた

α世代のメイクの特性

西川杏姫

武笠奈津樹

『 原宿で女子高校生から直接話を聞いて、

　　　  感じたこと、発見したことを報告します ! 』

飯島  陸

α世代がメイクアイテムを選ぶ際に重視するのは機能性だけではなく、

“パッケージの可愛さ ”が多くあがりました。コスメを単なる実用品

としてではなく「自分の気分を上げてくれる存在」 として捉えています。

 見た目のデザインや色使いが可愛いものほど支持されやすく、リップや

ミニサイズのアイテムをカバンにつけてアクセサリーのように持ち歩く

スタイルも増えています。

まるでコスメそのものがファッションの一部になっているかのようです。

「似合う」は、自分の雰囲気を含めてトータルで合わせ

たときに、自分の系統に合っていて、しっくりきている

感じだそうです。 

「かわいい」は、いつもの雰囲気よりはキュート目に感

じたら、「かわいい！」と小動物を見た時に使う「かわ

いい」と同じ感覚で 

私たちの「かわいい」の感覚よりも、よりライトに使って

いますね。 

α世代にはアイコン的な存在はいませんでした。

「好き」と「真似したい」がつながらないことは、α

世代ならではの感覚はないでしょうか。「好きなア

イドルやインフルエンサー」はいても、それを「真

似する」とは限らない。個性の尊重や自分らしさ

の探求が背景にあり “自分に合う ”という軸が優先

されているように見えました。
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α世代のメイク事情

若林  愛

戸坂  葵

細矢  楓

「似合うかどうか」は自分一人で判断するものではなく、友達との LINEでの

確認などコミュニケーションを通じて確認していました。

友達に「似合うね」と言われることが心理的なスイッチになり

「今の自分が好き」と自信を持って行動できるようです。

メイクを始める時期が早まっていたり、学校でも血

色感を意識していたり、 10代前半という早い段階

からメイクに関する注目度が高まっている印象を

持ちました。α世代がどこに関心があるかを知るこ

とができ、学びとなるインタビューで楽しかったで

す！

メイクに関する知識があまりなく、初めて聞く用語も多かった

ため戸惑う場面もありました。それでも、少しでも力になれた

のであれば嬉しく思います。

パーソナルカラー診断や骨格診断などの情報を活用する

が、それはあくまで判断の材料のひとつで、最終的には「自

分に合っていると感じるかどうか」を重視してコスメや服を選

択する主体性が見られました。

原宿での街頭インタビューで感じたことを

女子高校生との座談会で深掘りしました。

次ページをご覧ください。
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α世代とZ世代 「似合う」 の比較  

メイク感度の高いα世代の高校生2名とZ世代の大学生1名に集まってもらい  
「メイクアップに関しての座談会」をトークアイ社のインタビュールームで開催、  

Z世代からα世代への変化の兆候について探りました。 

Aさん（α世代）  

高校生/バスケット部 

Instagram・TikTok 

BeReal・Lemon8利用 

ピアスつけるのにハマっている 

好きなコスメ・ヒロインメイク

Cさん（Z世代）  

大学４年生/軽音サークルで観る専 

TikTok・Instagram利用 

多幸感メイクにハマっている 

好きなコスメ・Wonjungyo

Bさん（α世代）  

高校生/バトミントン部 

Instagram・TikTok利用 

BeRealも見る 

好きなコスメ・rom&nd 
 

「系統」に合わせる01 
出かけるときは場所と一緒に行く人によって系統を決めます。自分

に似合う系統があるので、服装はその系統で考えます。  

aespaという韓国のグループが好きで、彼女たちの系統が自分と同じ

タイプなので参考にしています。自分がはまっている系統のメイクを

調べて紹介してくれる友だちがいます。洋服を探すときも、最初に自

分に似合う系統を探します。　 　 

私たちZ世代には「界隈」と呼ばれるゆるい

くくりがありますが、α世代には「系統」とい

うもっとしっかりした枠組みがありました。

自分に合う系統を見つけて合わせに行くと

ころが大きな違いだと思います。  

α世代高校生のコメント  Z世代大学生の感想 

α世代エクストリーマー層インタビュー

「友達」に合わせる02 
私たちは友達と合わせるのは、ディズニー

に行く時くらいかな。特別な場所に行く特

別な機会だけだったのに日常的に合わせ

るっておもしろい。  

遊びに行くときは、「今日はどんな系統にする？」とLINEで友達に連

絡して、こんな感じって写真を送って確認します。  

こういうのどう？って感じで写真送って「いいね」となったらそれで合

わせて行きます。  

「似合うか」の確認相手は「友達」03 
私は友達に聞くことはあまりなくて、  

大抵お母さんに似合うかどうかを聞き、

それを根拠に自信を持っていた。  

お母さんは似合わない時は似合わな

いって言ってくれるし。  

自分では自信がないときに「似合う」って友達から言われると安心し

ます。自分でこれは似合うと思った時も「似合う？」って友達に聞き

ます。ちょっと微妙かなと思った時も友達に聞くとちゃんと「ビ

ミョー」って言ってくれる。お母さんにも聞くことあるけど、友達の信頼

度は高いです。  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04 
α世代高校生のコメント  Z世代大学生の感想 

「似合うか」の判断は「 AI診断」

私たちは、パーソナルカラー診断はやっ

てみるけど、何が似合うのかを大まかに

知っておくくらいの感覚かな。  

パーソナルカラー診断で私はイエベだから、コスメを探すときもそこ

から探します。いろんな診断があって、結果が違うから色々やってみ

て、自分はこれだなというのを見つけます。骨格診断もやっているか

ら、服も自分の骨格に合っているものから探します。  

流行はTikTokでいつもより多めに流れてくると「流行っているんだな」

と思って知る感じです。見て覚えはするけれど、「自分に合わないと

か自分には難しそう」と思ったらそのまま受け流します。  

06 AIは便利に利用するもの

私はAIは信用してなくて、精度を信じて

いないし、自分の個人情報を全部持っ

てかれそうで怖いです。  

自分の情報を入れなくても口コミを見れ

ばわかるので、それで判断しますね。  

似合う服を探すのにAIで自分の画像作ってくれたりしたら便利！い

ろんな診断を使うけど、すべて信じているわけではなくてその中から

探す感じです。  

今の服とか系統とか飽きてきちゃうから、次に似合う系統や服をAIが

教えてくれるといいなと思います。  

07 何もなくてもメイクはする

自分が高校生の時は、眉を描くか  

どうかのレベルだったので、今の子たち

とは、熟成度と言うか、文化が違うんだ

と思いました。  

メイクは中学生のときからやっています。自分のコンプレックスを隠

すために絶対必要。メイクは好きだしメイクしている自分も好き。学

校は制服だから、メイクでしかこだわりを出せないし、ノーメイクで学

校に行くなんてありえないです。  

ファッションは、合わないかもと思っても試してみるけど、メイクでそ

れはない。 

08 ネットショッピングで完結

メイク品を買う時は実店舗には色味を見るために時々行くだけで、

Qoo10とかのメガ割でまとめて安く買うようにしています。  

服を買う時は、自分の系統に合う服を探します。  

例えばSHEINだと、自分の身長や体重を入れると自分に合ったサイ

ズを教えてくれるのでネットで買うことがほとんどです。  

私も実店舗には行きません。メイクを試

すのも手に塗るだけだから、それなら

TikTokでも同じじゃないかと思います。

SHIENで買ったこともあるけど、サイズ

が合わなくて信じていないです。  

05 流行（トレンド）は単なる情報

流行はInstagramでチェックします。

TikTokも見るけど、どちらかというと“流

行りの取り入れ方やコーディネートを研

究する感じです。“今っぽさ”を出したく

てチャレンジすることもあります。  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美容開発部が目指す  “長期視点のビューティ提案 ”

の新基準をつかむために  

α世代のビューティに寄り添う

マーケターのインサイト 

お話をお聞きしたのは

菊池夏実 さん  
株式会社コーセー  
美容開発部  美容教育課

大学時代に「化粧品に関する研究がしたい」と思い、コー

セーに入社。研究所を経て、現在は美容開発部に所属。

美容の方法がもたらす効果の検証や、接客時に役立つ

情報の発信を行う。趣味は子供と犬との散歩。

“似合う”  　　　　　　　 

α世代の“情報の選び方 ”、ブランドが届けるべきメッセージは？

聞き手：産業能率大学 教授 小々馬 敦

Q|美容開発部のお仕事についてお聞かせください。

美容開発部は2019年に発足した比較的新しい部署で、長期的な視点で “ビューティ”の価値をどのように

作り、どうお伝えするかを考えるチームです。「美容教育課」では、全国の店頭で活躍するビューティコン

サルタント（BC）の教育の一部を担っています。  BCによる接客を通して、お客さまにどのような美容の価

値をお届けできるのかを考える部署です。美容開発部は、  「美容教育課」  「トレンド戦略課」そして、ヘア

メイクアップアーティスト集団の「ビューティクリエーションユニット」の３つの部署で構成され、どうしたら美

容がお客さまの生活や気持ちを豊かにできるかを常に考えています。

膨大な情報の中から “似合う”を見極める
情報扱いの器用さに驚き

Q|α世代の女子高校生を対象とする原宿での街頭インタビュー調査に

　  ご協力いただきました。新しい発見はありましたか？

とても新鮮で一番印象的だったのは、彼女たちが、日々膨大な SNS情報

に触れているにも関わらず、その中から自分に “似合いそうなもの ”を的

確にピックアップしていることです。 情報を扱う器用さ に感心しました。ま

た、パーソナルカラー診断や骨格診断を当たり前に知っていて、その 知

識をベースに「自分に似合うのはどれ？」と探し出している アプローチ

に驚きましたね。

“似合っているか “は
まずは、 自分で判断し

⇨ 身近な人に確認する

Q|大学生と比べると、 “似合う”の意味合いが、より他者視点にあるように思われましたが、
　いかが感じましたか。
自分では「これが似合う！」と思っていても、最終的には “誰かに見られていること ”を意識して判断していると

感じました。似合うかどうかを最終的に自分を深く知っている身近な「誰か」に確認する という行動が

共通していることも発見でした。母親、友人、そして、 AIもその「誰か」に入っている のが面白いですね。

調査の設計から分析まで協力いただいたコーセーの菊池さんに感想を伺いました。

きくち なつみ
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ブランドの情報は、 “正直ベース ”で

「効能がわかりやすい言葉」
だから届く

Q|SNSでの情報を取捨選択する力が高まっていく中で、ブランドが発信するオフィシャル情報は届いているので
しょうか？
正直、この課題は大きいですね。広告や公式情報が「届いていないのだろうな」と率直に感じました。
α世代は “ビューティの意識の決めつけやトレンドの押し付け ”に思える発信を警戒するようですね 。
個人的な意見となりますが、彼女たちが日常的に触れている SNS・ショート動画などを通じて、彼女たちの使用
シーンや実体験に基づいた、 本当に知りたい役に立つ情報をきちんと届けていくことの大切さ を改めて感じまし
た。これは、若い世代に限らず、 SNSを当たり前に使っている世の中の方々に対しても同様で、しっかりと取り組
むことで、美容価値のメッセージを、今まで届いていなかった皆様に広くお届けすることができるのではないかと
感じています。お客さま観点に立った正直ベースの公式情報・メッセージを一貫性を持ってお届けする ことが、
企業への共感と信頼を培っていき、私たちの発信する情報が届きやすくなるのだろうと感じます。

最近、弊社の「コスメデコルテ AQ 毛穴美容液オイ

ル」が SNSでバズりました。 商品名に"毛穴"という分

かりやすい言葉が入っていることで、お客さまにどん

な効果があるのかすぐに伝わり、「使ってみたい」と

思っていただけたのではないかと思います。

α世代とのこれからの関係について

Q|最後に、α世代とのこれからの関係性について、どのようにお考えでしょうか？
私たちKOSEは、「お客さま一人ひとりのキレイを叶える」 ことを大切にしています。
ビューティは、性別や年齢に関係なく全ての人が自由にできるものと考えておりまして、
多様なニーズに応えられる幅広い商品やサービスをご提案することを大切にしていま
す。新しい価値観を持っている α世代の人たちが必要とする情報や商品も提供していき
たいと思っておりますし、若い世代とつながることで、私達も共に成長していきたいと
願っています。

インフルエンサーは “翻訳者”から

Q|ブランド、インフルエンサー、ユーザーの関係も変化していると感じます。
白石乙葉さんのインタビューで感じたのですが、自身の生活で商品をリアルに使ってもらい正直な感想を伝えてくれ
る信頼感がお客さまからインフルエンサーさんに求める立ち位置なのかなと思います。彼女たちの言葉で「似合う」
や「使いやすさ」が語られるからこそ信用できるのですね。弊社の BCも同様の役割を担っています。  数ある商品を
知り尽くしているので、お客さま一人ひとりのご要望に「こういう仕上がりがお望みならば、こちらの商品が向いてい
る」など実感ベースでお伝えすることができます。これからは、インフルエンサーさんは企業とお客さまとの間の「翻
訳者」ではなく、私たち企業とお客さまと同じ立ち位置でつながる “ビューティの価値をお互いに高めていきたいと
共感するチーム ”の一員 としてお付き合いできるといいですね。

“似合う”はテンション上がる

心のスイッチ

Q|印象的だった「α世代の声」はありましたか？

高校生が「化粧品の “似合う ”は見た目だけじゃなくて、

気持ちのテンションを上げてくれるかどうか」

と言っていたことがとても印象的でした。化粧品は

機能/効能だけでなく、 自己肯定感を高める心理的スイッ

チになっている。 これは、今後の商品開発や情

報発信において注目したいポイントだと感じました。

“美容価値共創チーム ”の一員に

菊池様、ありがとうございました！

・・・・
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　　　　　　HPはこちら▶  
連絡先： a-lab@onyomi.jp 

α世代ラボは、「α世代と社会・企業をつなぐ」を  
コンセプトに活動するマーケティング組織 です。 
「α世代」を”点”ではなく”線”で見ていきます。 
α世代は今時点で高校生以下と若い層ですが、 
早い段階から当世代を調査をすることで  
どのような価値観が形成されているかを  
明らかにし、情報発信 をしています。 
PR会社の株式会社On’yomiが運営しております。 

▼α世代に関するアンケート調査も多数実施しています。  

協力会社紹介 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α世代起業家や  
α世代に人気の  
インフルエンサーに対して  
実施したインタビュー記事を  
α世代のHPやnoteにて 
公開しています！  

◀



■プロモーションプラン

α世代への
サンプリング
シーディング

α世代をターゲットにした
イベント等の企画/運営

■調査プラン

α世代家族への
購買⾏動調査 学校との共同調査α世代への

グループインタビュー ⼩々⾺教授やゼミ⽣との
共同研究/調査

×

インフルエンサー‧
α世代のアサイン

インフルエンサーや
α世代との

サービス/商品開発
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協力会社紹介 

　　　　　　HPはこちら▶  
連絡先： a-lab@onyomi.jp 

α世代ラボは、α世代の子ども達や α世代インフルエ

ンサー、学校とのつながり があり、サービスや商品に

応じたプロモーション支援ができます。 
さらに、複数人のα世代に対してのデプスインタビュー

等のヒアリングを実施して、リサーチに関する支援 を

実施することも可能です。 



株式会社トークアイ
Talkeye. Co., Ltd

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前４丁目４ -２ 3階 

会社名 株式会社トークアイ 

住所 東京都渋谷区神宮前４丁目４ー２ 　３階 

電話番号 03-3479-3888 

アクセス 地下鉄千代田線、半蔵門線、銀座線　表参道駅A2出口から徒歩2分

地下鉄千代田線、副都心線、明治神宮前駅5番出口から徒歩5分

Webサイト https://www.talkeye.co.jp 

トークアイ HP

表参道 

 
 
 

創業35年。定性調査の  
リクルートから始まって、  

たくさんの実績があります。  
実査の経験知が財産です。

35年の経験 
 
 
独自のネットワークを使って  

・若年層や富裕層  
・マイノリティー  

などにもアプローチ。  

機縁法リクルート  

 
 

テーマによって  
手法を組み合わせたり  
新しいやり方を考えたり  
調査設計を考えるのが  

得意です。  

設計力   
 

目的を共有して、  
リサーチの各プロセスを  

一貫で、あるいは  
一部を協働しながら  

プロジェクトを運営します。

柔軟なPJT運営 

協力会社紹介 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Office space

Interview room

EV

Reception
Monitor 
room

Meeting room

可動式仕切り壁

W.C.
１

W.C.
２

【施設紹介】

表参道駅から3分。グループインタビューや個別インタビューなどを
実施できる施設です。換気がよい環境で距離をとりながら、
5台のカメラを使って中継、可動式のテーブルを組み合わせて、
様々な仕様で実施可能です。陳列棚やキッチンも利用できます。

【モニタールーム】

インタビューの模様は中継室を通じて

ミーティングルームやオンライン上に中継

55インチモニターで
インタビュールームの様子を

視聴できます

平常時最大10
名収容可

平常時最大
12名収容可

台形のテーブルを
組み合わせて人数や目的に
合わせたレイアウトが可能

５台のカメラを使って
様々な角度から撮影、

ワイプを入れたり画面分割したり、
内容に合わせた見やすい画面構成を作っ

て中継します

受付横に冷蔵庫、
流しを併設しています。
飲食の提供も可能です

【インタビュールーム】

商品陳列用棚を２本常備

そ
の
他
の
設
備
に
つ
い
て

Entrance

専用
インタビュールーム

階段を上がるとロフトと
ルーフトップテラスがあります。
こちらもご利用いただけます
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2020年より、Z世代の下に成長するα世代を対象とする追

跡調査をインテージR＆Dセンターと始動。調査研究の成

果を（公社）日本マーケティング協会の後援をいただく「ミラ

イ・マーケティング研究会」で定期的に報告し、多くの企業

様からご支援いただく産学連携の研究活動に関してゼミの

ホームページ・学会/セミナー他の機会で公開しています。 

2024年に、10年間の研究成果をまとめた書籍『新消費をつ

くるα世代』（日経BP社）刊行。現在、『日経クロストレンド』

で、コラム「Z世代・α世代“私たちの世代”」を連載中。 

KOGOMA SEMINAR
産業能率大学 小々馬ゼミ “ミライのマーケティング”研究活動の紹介  

小々馬敦ゼミは経営学部マーケティング学科に所属

し、次世代の社会を支える若い世代の価値観と行動

研究を通じて未来社会の姿を予想、「ミライのマーケ

ティングの進化」について社会に提言しています。

2016年『2020マーケティングはこう変わる』, 2017年に

続編『2025マーケティングはこう変わる』を出版。本研

究は日本広告学会 クリエイティブフォーラム【学生の

部】で「今後最も期待できる発表」《金賞》の評価をい

ただきました。 2017年、研究対象にZ世代/高校生を

加えてミライ社会の姿の洞察を開始。 

出　版  

調査レポート  

商品アイディア開発  

2017年  2018年  2019年 

全ての『研究レポート』は 
下記QRコード（ゼミのHP) 
からダウンロードできます 

　  ホームページ　https://www.kogoma-brand.com/

2024年「日経BP」   2023年「日本クロストレンド編」  

2020年  2021年 

2019年〜 

『携帯できる ヘアアイロン』

累計販売数 110万個超

大ヒットを記録中

（サンキューマート）  

2024年〜 

『顔隠し学生証ケース』

発売直後から全国店舗で売り切れ店が続出

（サンキューマート）  

コラム/エッセイ寄稿  

調査/研究報告活動  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発行責任/調査レポート編集  

産業能率大学 小々馬敦研究室 / α世代ラボ / 株式会社トークアイ 

 

次号は2026年夏に発行予定です。調査研究パートナー募集しています！  

 

【本レポートおよび産学連携研究活動に関するお問い合わせ】  

産業能率大学小々馬敦研究室  

mail: brand-m@hj.sanno.ac.jp 

〒158-8630 東京都世田谷区等々力6-39-15 

スタッフ一覧  

 

産業能率大学 経営学部 小々馬敦研究室  

https://www.kogoma-brand.com/ 

学生編集長 武笠奈津樹 

調査分析リーダー 西川杏姫　飯島陸 

フィールド調査 若林愛　戸坂葵　細矢楓  

対象者リクルーティング 加藤夕凪 

 

株式会社トークアイ  

https://www.talkeye.co.jp/  

代表取締役　佐野良太  

インタビュー調査　池谷雄二郎  

インタビュー調査　薄木朗子　北澤奏　千葉里紗  

 

α世代ラボ  

https://alpha-gen-lab.com/  

代表　大宮英嗣 

主任研究員　喜藤雄介  

プロジェクトマネジメント　佐々木彩 

フィールド調査　遠藤涼佳 

 

Special Thanks  

株式会社コーセー 

公益社団法人日本マーケティング協会  

 

表 紙 

白石乙華 さん  

29

mailto:brand-m@hj.sanno.ac.jp
https://www.talkeye.co.jp/
https://alpha-gen-lab.com/


創
刊

号
 2026

年
SS

号
 


